
第７号平成３１年３⽉■発⾏ 都市計画道路宇治⽥原⼭⼿線の早期完成を求める住⺠会議

都
市
計
画
道
路
宇
治
田
原

山
手
線
の
早
期
完
成
を
求
め

る
住
民
会
議
（会
長
：森
田
市

治
町
商
工
会
長
）
（以
下
住
民

会
議
と
表
記
）
で
は
、
横
断
幕

や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
（平
成
30

年
8
月
28
日
）
し
、
住
民
の
み

な
さ
ん
と
宇
治
田
原
山
手
線

早
期
完
成
に
向
け
た
機
運
を

高
め
る
と
と
も
に
、
京
都
府
な

ど
関
係
機
関
に
対

し
、
全
線
事
業
化

に
向
け
て
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
「

一
斉
啓
発
活
動
」

で
は
、
町
内
各
団
体
か
ら
約
１

５
０
人
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、

住
民

一
丸
と
な
っ
た
「結
束
」
の

取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
西
脇
知
事
への
就
任
あ

い
さ
つ
を
兼
ね
た
要
望
（平
成

30
年
８
月
２
日
）
を
行
う
と
と

も
に
、
山
下
副
知
事
及
び
岡
本

山
城
広
域
振
興
局
長
へ
の
要
望

（平
成
31
年
1
月
10
日
）
を
和

束
町
の
「宇
治
木
屋
線
犬
打
峠

ト
ン
ネ
ル
早
期
完
成
を
求
め
る

住
民
会
議
」
の
役
員
の
方
々
と

合
同
で
実
施
し
、
宇
治
田
原
山

手
線
、
宇
治
木
屋
線
犬
打
峠

ト
ン
ネ
ル
化
の
必
要
性
を
訴
え

て
参
り
ま
し
た
。

山下副知事への要望

山城広域振興局 岡本局長への要望と意見交換

西脇知事への就任あいさつと要望の様子

要
望
活
動
時
に
西
脇
知
事
か

ら
は
、
「
一
番
大
事
な
の
は
住

民
の
方
々
で
す
の
で
、
本
日
の

思
い
を
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
引
き
続
き
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
」

ま
た
、
山
下
副
知
事
か
ら
も

「精

一
杯
頑
張
る
の
で
引
き
続

き
応
援
を
お
願
い
し
た
い
。
」と

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
事
業
に
取
組
ん
で
い

た
だ
く
、
岡
本
山
城
広
域
振
興

局
長
か
ら
は
、
「京
都
府
が
責

任
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
こ
の
２
つ
の
路
線
（宇

治
田
原
山
手
線
・宇
治
木
屋
線

犬
打
峠
ト
ン
ネ
ル
化
）で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
皆
様
に
と
っ
て
悲
願
、

夢
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

京
都
府
に
と
っ
て
も
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
（約
束
・
公
約
）
で
あ
り
、

そ
う
し
な
い
と
新
名
神
の
波
及

効
果
を
山
城
全
域
に
広
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
引

き
続
き
協
力
願
い
た
い
。
」と
の

熱
い
思
い
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。



都市計画道路宇治田原山手線整備状況図

①①①①
②②②②

③③③③

④④④④

⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

第第第第１１１１南北線南北線南北線南北線

第第第第２２２２南北線南北線南北線南北線

第第第第３３３３南北線南北線南北線南北線

宇治田原工業団地線宇治田原工業団地線宇治田原工業団地線宇治田原工業団地線

宇治田原山手北線宇治田原山手北線宇治田原山手北線宇治田原山手北線

大津市大津市大津市大津市

城陽市城陽市城陽市城陽市

事業区間 凡　例 延　長 概　　　　　　　要

① 1,830m 主要地方道宇治木屋線南BP　平成23年度供用

② 　880m 京都府施工区間（事業実施中）

③ 　540m 町施工予定区間（新市街地内）

④ 1,730m 未事業化区間

⑤ 　857m 国道３０７号～緑苑坂　平成10年度供用

⑥ 1,190m 町施工区間（事業実施中）


